
 

 

                      

  

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

                                 

☆

あ
っ

たらいいなのサービス作り☆ 認定特定非営利 

活動法人 

2025 年 

５月発行 
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ピーターパンふくおか利用者の菅澤侑真さんが、得意な折り紙で『はらぺこあおむし』の世界を表現

してくれました。くねくねしたり伸び縮みしたり、リアルで楽しい動きをする素敵な作品です。侑真

さんの作品を、ゆう通信の表紙を通して皆さまにご覧いただけることが嬉しいです♪次はどんな作品

を作ってくれるのか、ピーターパンスタッフ一同楽しみにしています。(ピーターパンふくおか:加藤) 

写真／ピーターパンふくおか利用者 菅澤侑真さんの折り紙作品 

制作:菅澤侑真さん 
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 中期計画の概要と進捗状況報

中期計画の概要と進捗状況報告 

 

事業の方向性  
基
本
理
念 

(

使 

命)
 

整
備
す
る 

支
援
す
る 

発
信
す
る 
継
承
す
る 

①赤字事業を０にし、資金

繰り用資金を生み出す 

①安定した“人材の確保” 

②管理者の経営スキルの向

上 

②事務局体制を整備する 

②職員業務評価と給与等連

動性 

③危機管理の研修、実践 

①助成金獲得 

②職員募集の工夫 

③職員の職位別研修 

・ の強化 

・意思決定支援の強化 

③外部評価の実施 

①②③全てに連動 

〇地域相談窓口の開設 

〇各事業で関係機関会議に

参加 

〇保護者面談･アンケート･

勉強会の実施 

①政策提言 

②情報発信ツールの改善 

③認定NPOを継続 

（応援者を増やす） 

 

 

 

 

 

法人運営の基盤整
備と管理体制を整

備します 

社会の役立つサー

ビスを維持します 

社会的課題を把握
し、人権が守られる

暮らしのためにノー
マライゼーションの

推進を図り、良質な
サービスの提供をし

ます 

事業を通して把握し

た社会課題の解決の
ために政策提言を行

うとともにグループ
ゆうの活動について

情報発信し、応援者

を増やします 

2024 

2026 

～ 

①経営の安定 

②ガバナンス 

③危機管理 

①資金の獲得 

②人材の確保･育成 

③サービスの質の維
持 (人材育成･サービス

内容評価） 

①社会的課題の把握 

②家族･地域･他機関

連携 

③利用者･家族支援 

①政策提言 

②情報発信 

③認定 NPO 法人の

継続 

２０２６年の達成目標 

グループゆうは、社会的課題の解決にむけ日々歩んでいますが、多くの課題を抱えています。その課題に向き合う為、     2〜３年程度の期間をきめて目標を絞り組んでいます。近年はコロナ禍や事業の改廃等厳しい現実を経験しましたが、

幸い世代交代も果たしました。  ２０２４年から２０２６年の期間は、以下の目標を掲げましたが、特に経営基盤の強化と       材の確保に力を入れたいと思います。応援よろしくお願いいたします！ 

 

重点項目 
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中期計画の概要と進捗状況報告 

 

  

①赤字事業の改善対策の実施 

 ・日中一時の受入日の拡充 
 ・加算取得環境の整備 

 ・自主事業の料金改定 
②管理者への経営や事業展開に関する

研修 
②事務局業務の引継ぎ 

②ハローワーク､HP､ゆう通信､民間､情
報誌を活用した求人 
実績ハローワーク等(4 人) 

③年間を通して危機管理研修の実施 

①事業の計画・収支の具体的到達目標の達成 
・月 1 回の共有および改善策の実施 

①経営スキルの強化  
・職位上位者への経営研修の強化 

①委託事業の受託に向けた検討 
②職員への法人ミッション周知研修(改訂ミッションパンフレット使用) 
②各事業の職場環境改善 
 ・月 1 回ミーティング  
・厚生労働省の｢課題把握シート｣使用 

②クラウドツールの見直し･整備･運用 
②業務評価の仕組みの改善 
・評価項目の見直し ・管理者による年 2 回の面談  
・外部講師研修(職員・評価者) ・職務分掌の見直し 

②職場のストレスセルフチェックの実施 
③危機管理委員会の拡充(ハラスメント･個人情報保護･苦情･事故･法

令遵守） 

①施設備品整備・インフォーマルサービ
ス・研修費用への助成金応募（洲崎財団･

丸紅財団･朝日新聞･小林製薬） 

②ハローワーク以外の職員募集窓口の活

用 
③職員の職位別研修計画の作成、共有 

③サービスの外部評価の実施(1 事業所実

施) 

①②③全てに連動 
〇各事業の関係機関会議への参加 

〇保護者面談・アンケートの実施 
〇自主事業の準備『ファミリーサポート

とまりぎ』 

①②③全てに連動 

〇各事業の関係機関会議への参加 
〇保護者面談・アンケートの実施 

〇自主事業の開始『ファミリーサポートとまりぎ』 

①『地域の多様な市民の集いの場』提言 
②ゆう通信:年４回発行（4･7･10･1 月） 

②ミッションパンフレットの検討･たたき
台作り 

③キャッシュレス寄付の仕組みづくり検討 
③認定 NPO 法人の更新が受理された 

③認定要件を満たすための日常的業務の

改善 

①政策提言書の提出 

②ゆう通信４回／年(４・７・１０・１月)発行 
②HP のリニューアル（ミッション、指針、事業説明等） 

②法人パンフレット（事業・ミッション）の改訂 
③キャッシュレス寄付についての周知活動 

③年間寄付者 100 名以上の応援者獲得を継続 

①助成金応募 
・物品購入･施設改修･研修等を対象とする助成金への応募 

②多様な勤務形態の給与形態の検討 
・中途採用 ・派遣 ・32ｈ常勤事業 等 

②職員募集窓口の拡充 
・ハローワーク・宮城県福祉人材センター・企業・HP 

③職員の職位別研修の具体化と実施 

・障害特性等の基礎的学習/実践的なアセスメントスキルの獲得 

2024年度の報告 

 『選ばれる支援』  『働きたくなる職場』 

 

 『応援したくなる法人』 

 
2〜３年程度の期間をきめて目標を絞り込んでいます。近年はコロナ禍や事業の改廃等厳しい現実を経験しましたが、 

人材の確保に力を入れたいと思います。応援よろしくお願いいたします！ 

 

2025年度に取り組むこと 
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ピーターパンふくおか ５領域プログラムの紹介 

ピーターパンふくおか  

５領域プログラムの紹介 

「健康・生活」 
子どもたちの健康的な生活習慣の確立と、日常生活スキルの

向上を目指します。 

「運動 ・感覚」 
身体機能の向上と感覚  の統合、身体的発達と環境

適応能力の向上を目指し  ます。 

「言語・コミュニケーション」 

言語理解・表現力の向上、他者との意思疎通能力の発達を目指します。 

「健康・生活」、「運動・感覚」、「認知・行動」、「言語・コミュニケーション」、「人間   関係・社会性」の５つが放課後デイサービスの領域となっており、子どもたちの多様な成長を促進することが求

が求められています。これらは互いに深く関連しており、全ての領域を総合的に  含めた  サポートが不可欠となっております。  
５領域とは… 

頑張ったら良いことがあるという経験の積

み重ねや、褒められて、認められることで自

信がつき自己肯定感が育まれるように取り組

んでいます。 

本人の好きな遊びを通

じて、他者との関係性を

少しずつ築いています。 

一人ひとりの特性に合

わせて様々な方法でコミ

ュニケーションスキルを

引き出します。スタッフ

は、日々の過ごしから意

思疎通の方法を見極め、

おやつや余暇、お手伝い

の場面などでそれを活か

し、個々に合ったコミュ

ニケーションの方法を探

ります。 

 

対人関係スキルと社会ル  ルールの習得、社会参加と 

の促進などを目指します。 

「人間関係 

一人一人の発達やスキルに応じた個別支援計画に基づき、子どもたちの

強みを活かしながら生活場面で必要なスキルを身につけることで、自信を持

って活き活きとした生活を送ることを目指します。 

ピーターパン 
ふくおかの 

支援理念 

通院や定期検診に備えて、採

血や視力、心電図などの検査を

想定して練習しています。やり

方の見通しを持ち、安心して取

り組めるよう心掛けています｡ 

▲おやつの 

コミュニケーションボード 

▲シュレッダー作業 

▲雑巾掛け 
▲ボール運び 

▼箱積み 

▼余暇活動の 

コミュニケーションボード 

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
を

し
て
い
る
様
子 

 

採
血
の
練
習 

 



 

p. 5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                       

  

ピーターパンふくおか ５領域プログラムの紹介 

 

「健康・生活」、「運動・感覚」、「認知・行動」、「言語・コミュニケーショ  ン」、「人間  関係・社会性」の５つが放課後デイサービスの支援領域となっており、子どもたちの多様な成長を促進すること

が求められています。これらは互いに深く関連して  おり、全ての領域を総合的に  含めたサポートが不可欠となっております。  

活動の一つ一つにねらい

を設定して取り組んでおり

ます。物を掴む・投げる、

道具を使用するなどの様々

な要素を遊びの中に取り入

れて、運動能力が向上する

ように支援したり、感覚の

特性に合わせた環境調整も

おこなっています。 

「認知・行動」 
思考力・判断力の育成と行動調整、学習能力の向上と 

適切な行動の獲得のための支援を提供します。 

「運動 ・感覚」 

・社会性」 
対人関係ス    キルと社会  ールの習得、社会参加と自立生活 

の促  進などを目指します。 

令和６年度の障害福祉サービス改定にて、放課後デイサービスでの療育で質の高い発達支援を推進するた

め、５領域を全て含めた総合的な支援を提供することが義務とされました。放課後デイサービスの支援は、単

なるお預かりや活動提供だけではなく、利用児の発達や必要に応じた包括的なアプローチが求められていま

す。今回はピーターパンふくおかでどのように５領域を取り入れ支援しているのか紹介いたします。 

“一人でできた”という経験が自信と

なり新しい活動へ挑戦する意欲に繋が

ります。自立課題で学んだスキルをお

手伝いや余暇の場面で活かしています｡ 

小集団活動にて、順番や簡単なルール

がある遊びを設定して社会性を育むよう

支援します。 

 

 

 

 

ま と め 
今回は、ピーターパンで５領域をどのようなねらいを

持って取り組んでいるのかを紹介させていただきまし

た。５つの領域は子どもたちの総合的な成長と自立を支

えるために非常に重要となってきます。今後も子どもた

ち一人ひとりに寄り添った支援を心掛けていきたいと思

っておりますのでよろしくお願いいたします。 

(ピーターパンふくおか管理者：阿部 和樹) 

①アセスメントを実施し、根拠に基づいた支援を提供します。 

②将来を見据えながら自立のための支援をご家族と一緒に考えます。 

③個々の利用者の障がい特性や発達段階に応じた支援を提供します。 

④ご家族や学校等の関係機関との連携を大切にします。 

身体機能の向上と感覚  の統合、身体的発達と環境

適応能力の向上を目指し  ます。 

▲虫取りゲームの様子 

▲課題をおこなっている様子 

個々の特性に合わせ

たスケジュールを準備

して、見通しを持ちな

がら安心して活動でき

るよう支援します。 

 

 

 

 

▼準備してある玩具を使用

して順番を待っている様子 

個
々
の
特
性
に
合
わ
せ
た 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

 

ピーターパンふくおかの支援の詳細は 

法人ホームページをご覧ください。 

 

ピーターパン 
ふくおかの 

支援方針

ん 



p. 6 

 

 

  

新自主事業「ファミリーサポート とまりぎ」／助け合い料金改定 

令和 7年 4月から 

助け合いの利用料金が変わります 

当法人では、長らく据え置いてまいりました助け合いの価格につきまして最低賃金の値上げおよ

び物価高騰により、誠に恐縮ではございますが、令和 7年 4月分より改定させていただきたくこと

になりました。 

ご利用者様におかれましては、何卒これらの諸事情をご賢察いただき、ご理解とご協力を

賜りますようお願い申し上げます。 

これからも住み慣れた地域で安心して生活を続けていくためのサービスをお届けし、

皆様に喜んでいただけるように努めてまいります。 

⇐ 詳しい料金については同封のパンフレットをご覧ください。 

 

 

 新しい自主事業サービスを開始します 

  ファミリーサポート 「とまりぎ」 
 
グループゆうでは令和 7 年 4 月 1 日から自主事業としてファミリーサポート「とまりぎ」という

新しいサービスを開所しました。 

「とまりぎ」は障がいを持つお子さんのご家族やご兄弟のための相談支援を提供いたします。

従来の計画相談支援は障がいをもつご本人へのサービス提供の相談支援ですが、 

「とまりぎ」ではご家族やご兄弟・姉妹が抱える不安や悩みに寄り添いながら相談 

員とともに解決策を考えていくことができます。「本人支援は制度が色々あるの 

に、家族・兄弟・姉妹の相談の場はないな～」の声が開所のきっかけです。 

ご家族が忙しい毎日の中で一度立ち止まり、お子さんとの向き合い方を 

じっくり考え、「明日からまた頑張ってみよう！」と思える場所になりたいと 

思っております。ぜひ足を運んでみてください。 

サービス内容の詳細につきましては同封のパンフレットをご覧ください⇒ 

助け合い支援員を募集しています。 
資格不問、グループゆうの正会員としてご登録いただきます。 

問い合わせ先：022-348-4880(澤里) 
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◎カット……………￥1,500 

◎カット    …￥1,300 

◎シャンプー………￥＋500 

◎カット     …￥2,800 

◎部分カット………￥500～ 

※その他のメニューあり 

 

小学生まで 
65 歳以上 

シャンプー 
髭剃り込 

オススメスポット情報／スタッフリレー 

利

用
者
(家
族)さん･職員か

ら

の

このコーナーは、 

地域の中で合理的配慮が感じられるお店や病院、遊び場等、

他の誰かにオススメ
・ ・ ・ ・

したい場所を紹介します。 

  仙台市サンホームの卒園児のお母さんが 

だれもにオープンな美容室を開かれました。 

泉区将監の住宅地にある 

新しい美容室です。 

店内は１席のみの個室空間で、 

タブレットを見たり、 

歩き回っても大丈夫な環境の中で 

施術を受けることができます。 

美容室という場所に慣れることから 

少しずつ練習していきたい方にも 

おススメです。 

第 18 走者 浅野 弘絵さんから、仙台市サンホームの石川久瑠未さんにバトンが渡されます。次号もお楽しみに！ 

 

職員が職員に質問したり、仕事以外の自由記述から普段は見えない素顔を紹介する企画です。 

第 17 走者「成瀬 理沙さん」から第 18 走者「浅野 弘絵さん」へバトンが渡されました。 

  スタッフ リレー 

    ０９０－４５７７－５７８４ 
〒981-３132 仙台市泉区将監２丁目７-１ 

営業時間  10：00～18：00 

定 休 日 不定休   駐 車 場 ２台あり 

まずはご見学だけでも OKです。 

頑張ってみたけど途中でおしまい 

となっても大丈夫ですので、ぜひ 

一度ご相談ください！ 
店長の阿部さん  

◀
落
ち
着
い
た
店
内 

オ  ー ク 

●第 18走者：浅野
あ さ の

 弘
ひろ

絵
え

  

●所属：事務局、居宅介護 

    ピーターパン・ショートステイ 

●勤続年数：２０年 ●出身地： 仙台市 

 

 浅野さん教えて！ ※成瀬 理沙さんからの質問です 

●子どもの頃の呼び名やあだ名は？：ひろ 

●学生時代(勉強以外で)がんばっていたことは？： 

 大学時代はピーターパンのボランティアとホームヘルプ 

●人以外の動物になるなら何になりたい？： 

 猫かアラスカン・マラミュート 

●好きな映画やアニメはありますか？： 

 I am Sam、きみに読む物語、マイ・インターン 

●座右の銘を教えてください！：  

  玉磨かざれば光なし 

自由記述欄    

 

 

 

韓国語の勉強  

推しの話を字幕なしで聞き取るべく 

1 年程少しずつ勉強し、おおよその聞き

取りと読みができるようになりました       

初心者は Duolingoが 

おすすめです！ 

 

chatGTPなどの生成 AI 

生成ＡＩを効果的に使うことで作業効

率が格段に良くなったことと、アイデア

のブラッシュアップに役立ったことに感

動      効果的なプロンプトの出し方などを

もっと勉強したいなーと思っています       

最近のマイブーム

or 
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ＮＥＷ職員紹介／認定ＮＰＯ法人の更新報告／ご寄付のお礼 

発行：認定 NPO 法人 グループゆう 
〒981-3212 仙台市泉区南中山 2-12-3 

【TEL/FAX】 022-376-7679 

【ホームページ】 https://www.g-yuu.com 

ご寄付頂いた振込用紙に、メッセージが添えられていることはあまりありません。 

でも、その空白からいつもたくさんの声が聞こえます。 

「見てるよ！」「がんばろう」「一歩一歩だね」「応援してるよ」「一緒に進もう」… 

はい、頑張りま〜す！ 

【令和７年１月～３月】（※敬称は略させていただきます） 

館家の教会 髙橋恵美子、池田敏彦、小松原靖子、阿部俊典、栗田政利・圭介、石井綾子、池田通子、石山利代、

認定特定非営利活動法人あかねグループ、濱谷幸子、佐藤美沙、浅野史絵、佐藤勝哉、市川 朗、川北信子、 

笹岡靖子、和田栄子、木村明枝、澤里幸一、吉野優美、佐々木節子、澤里友紀、澤里森子、小田 聡、庄子早苗、 

齋藤和広、髙橋路代、深畑 亮、愛子観光バス(株) 

※ゆう通信は 50 号より各事業所が編集を担当し発行しています。今号はピーターパンふくおかが担当しました。 

今年度最初の「ゆう通信５２号」をお読みくださりありがとうございます。

お読みくださる方を思いながら、分かりやすい文章・写真とは…と職員みんな

で悩み相談し出来上がったゆう通信。編集を通し、たくさんの方に支えていた

だいているのだと実感いたしました。お読みくださった皆様、お力添えいただ

いた皆様に心より感謝いたします。   （ピーターパンふくおか職員一同） 

 

   （N） 

イレに行くことができませんでした。今回の改修で男性用小便器を洋式トイレに変更し、それぞれを

個室化いたします。また、１つの個室は介助者と一緒に入ってもスムーズに排泄介助ができるような

スペースを確保するための拡張工事も実施する予定です。 

 トイレに行きたいときは我慢せずに、二人同時に使っていただく環境を整えることができ、子ども

たちもスタッフも大変喜んでおります。丸紅基金の皆様、どうもありがとうございました。 

丸紅基金様より 2024 年度社会福祉助成にてピーターパンふくおかのトイレ改修費用として 114 万

円の助成金をいただきました。 

 ピーターパンふくおかは今まで洋式トイレと男性用小便器が１つの個室内にあり、1 人ずつしかト

イレに行くことができませんでした。今回の改修で男性用小便器を洋式トイレに変更し、それぞれを

個室化いたします。また、１つの個室は介助者と一緒に入ってもスムーズに排泄介助ができるような

スペースを確保するための拡張工事も実施する予定です。 

 トイレに行きたいときは我慢せずに、二人同時に使っていただく環境を整えることができ、子ども

たちもスタッフも大変喜んでおります。丸紅基金の皆様、どうもありがとうございました。 

 

・趣味･特技…旅行･ライブ鑑賞 

・好きな言葉…一日一笑 

・抱負…皆さんと笑顔で過ごせるように、

元気いっぱい頑張ります！ 

ワークスペース歩 歩゚゜  

千 葉
ち ば

 紗 野 佳
さ や か

 

[R7年 3月～] 

“認定
・ ・

ＮＰＯ法人”の更新申請が認められました！ 

今期、仙台市に三回目の認定ＮＰＯ法人の申請を行い、１月から２月にかけて３日間の訪問調査を経て、無事認

定されましたことをここにご報告し、皆様のご支援に深く感謝申し上げます。 

認定ＮＰＯ法人制度は、国が寄付文化の醸成を目指し、要件を満たしたＮＰＯへの市民の寄付に対し、税制の優

遇を受けられる仕組みを作ったものです。税制の優遇措置がある為、認定要件は組織・経理・事業活動の適性

や、情報公開の是非、不正や法令違反していないかなど 9 つの分野にわたりますが、中でも、年間１００名以上の

市民が寄付をもって参画（バックアップ）してくださっていることの証明を求められる「パブリックサポートテスト」は

厳しい要件です。しかし、今回は５年間で５１９名もの個人・団体の皆様に応援していただく事ができ、「認定
・ ・

」の更

新が叶いました。認定の通知を受け、皆様の信頼に報いることができたことを、皆で喜び合いました。グループゆう

は、認定の為にクリアすべき要件の全てが、法人の信頼の確立に繋がると信じて向き合ってまいります。また、事業

の質を高め、制度で手の届かない社会的課題にも取り組んでまいります。 

これからも引き続き厳しい評価と応援をいただきますよう、心よりお願い申し上げます。 

助け合い  

佐 々 木
さ さ き

 えい子
こ

 

[R7年 2月～] 

・趣味･特技…テニス･カラオケ･映画 

・好きな言葉…前向き･挑戦 

・抱負…ご縁があってお仲間に入れて頂き

ました。手探りですが頑張ります｡ 


